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　■　提案・報告の主な内容(概要)

　帯広市の学校給食は、令和元年度に現在の給食費に改定以降、単価を据え置くなかで給食を提供してきた。
　給食費の改定以降、緩やかに食材価格が上昇していることに加え、原油価格の高騰や、世界情勢の影響に伴う近年の物価高
騰により、学校給食で使用する食材価格についても上昇している状況にある。
　こうした中、これまでも献立や使用する食材の工夫、旬の食材の活用等、様々な創意工夫を行いながら経費を抑える努力をし
てきた。
しかしながら、児童生徒の心身の健全な育成を図るため、安全・安心で栄養バランスの取れた学校給食を提供することはもとよ
り、地産地消、食の大切さ、食に関わる様々な文化についての理解を深めるなど、学校給食が有する多様な役割を安定的に果
たしていくことが厳しい状況となっている。
　そのため、帯広市学校給食センター条例第４条第１項別表に定める学校給食費について、同条例第５条第２項の規定に基づ
き、学校給食センター運営委員会への諮問を行うもの。

○庁議・教育委員会会議・委員会
・令和５年11月6日（月）　 教育委員会会議
・令和５年11月15日（水）　経済文教委員会

○学校給食センター運営委員会
・給食費の改定について〔諮問〕
〔審議予定〕
・令和５年11月８日（水）諮問、審議１回目
・令和５年12月中旬　　　審議２回目
・令和６年１月中～下旬　 審議３回目、答申

・同内容で、11月6日教育委員会会議及び11月15日経済文教委員会への報告、並びに11月8日学校給食センター運営委
員会への諮問を行うことが了承された。

・特になし

　■今後のスケジュール

　■　審議結果

　■　その他、指摘事項等

令和５年度　第11回全体庁議（11月２日開催）

（３）給食費の改定に係る諮問について[学校教育部]審議 ・ 報告

　■　提案・報告の趣旨

食材価格の高騰に伴い、今後も安定的に学校給食を提供するため、給食費の見直しについて、学校給食センター運営委員会へ
の諮問を行うもの。


